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研究成果の概要（和文）：８－10世紀の経典目録群を類別・整理し、データベースを作成した。
それをふまえ古代国家の仏教を軸とした宗教編成策を教学面・組織面より検討した。その結果、

当該期に東アジア諸国から将来された知的財産たる経典群の管理方法と書写・流布の特徴を概

括的に示すことができた。そのうえで 8 世紀の南都六宗から 10 世紀初頭の諸宗への推移を詳
細に解明した。なお目録群のデータはWEB上に限定公開した。

研究成果の概要（英文）：
The Buddhist scripture list group in the 8－10th century was classified and arranged, 
and the database was created. It was based on it and worked on the religion 
organization measure centering on the Buddhism of an ancient state from the 
education side and the organization side. As a result, the feature of the management 
method of an intellectual property barrel Buddhist scripture group, and the copy and 
spread which were made into the term concerned from the countries in East Asia in the 
future was able to be shown generally. Transition to SHU(宗) in the early 10th century 
in the 8th century from NANTO-ROKU-SYU（南都六宗） was solved in detail on it. In 
addition, the data of the list group carried out limited public presentation on WEB. 
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１．研究開始当初の背景
古代から中世にいたる時期に作成された経
典目録群は、大陸・半島などからの将来経典
目録、写経事業の底本を揃えるための目録類、
内裏・官司・官大寺・僧・貴族らの蔵書目録

や資財帳、さらに南都六宗など「宗」の教学
編成に関わる目録（帳簿）など様々な性格の
ものがある。これらの目録群は、諸典籍の東
アジアからの受容と国内配置の大枠的な特
徴の把握を可能にさせ、古代から中世成立期
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にいたる仏教をはじめとした諸宗教の特徴
をさぐるうえで格好の史料群である。
そこで本研究では主に８世紀から 10 世紀
初頭ごろに作成された目録群を一括して活
用し、データベースを作成する。また目録群
を分析することにより古代の諸典籍の将来
状況や国内での管理・流通のあり方を復原し、
また古代国家の諸宗教編成策の特徴をその
変遷を解明することとした。
２．研究の目的
8－10世紀初頭の経典目録群の分類・整理に
より、古代における外来典籍の管理のありか
たを把握する。それをふまえ、仏教やそれ以
外の宗教・学術の国家・王権による編成策と
その推移の大枠を捉える。とりわけ、仏教に
ついては、8世紀の南都六宗の「布施勘定帳」
と 10世紀初めの「五宗録」「安然録」などと
を比較することで、宗の性格や国家的教学編
成策の推移を詳細に解明する。
３．研究の方法
基礎的作業として8－10世紀初頭の経典目録
群を分類・整理し、データベースを作成し、
それをWEB上に公開する。それをもとに目
録群を分析し、当該期の経典をはじめとした
諸典籍の流布やその管理のありかたを把握
する。
さらに諸目録群の内容の精査と比較から、8
世紀から 10 世紀にいたる古代国家の諸宗教
政策の推移を明らかにする。

４．研究成果
(1)2010 年度
①研究代表者は、正倉院文書の分析・帳簿の
復原整理のため、原本を影写したフィルムを
読み込むために不可欠なデジタルマイクロ
リーダーを購入し、それをふまえて経典目録
群のデータベース作成を開始した。②連携研
究者の後藤真（花園大学文学部講師）と、デ
ータの SOMODA（正倉院文書データベース）を
通じての WEB 上への公開へむけて、準備の打
ち合わせを行った。③研究代表者は、学会報
告を 1回行い、論文を 2本発表した。
(2)2011 年度
①経典目録のデータ入力・公開に関して、既
存の SOMODA のデータベースとしての諸々の
技術的困難に直面した。そこで当該年度より
後藤真を、WEB 公開を主導する研究分担者に
変更し、より効率的なデジタル化と公開へ向
けたシステム（正倉院文書トピックマップ）
の構築を図った。②研究代表者は、正倉院文
書を中心とした目録のデータ入力を行った。
③また研究代表者は、歴史学研究会大会古代
史部会での口頭報告および 3回の準備報告を
行った。さらに研究論文も 3本公表した。
(3)2012 年度
①仏典以外の諸典籍の流布状況を精密に把
握するため、新たに遠藤慶太（皇學館大学史

料編纂所准教授）を研究分担者とし研究体制
を拡充した。②総括的な打ち合わせと研究会
を 2回実施し（5月 19 日：大阪市立大学文学
部棟、10 月 20-21 日：新潟大学駅南キャンパ
スときめいと）、研究成果報告書の作成とデ
ータの WEBへの公開へ向けた調整と研究報告
を行った。③研究代表者は、関連する講演を
2 回、研究会での口頭報告を 3 回行った。ま
た編著書 1部（本研究の研究成果報告書）と、
論文 3本（うち、本研究の研究成果報告書に
2 本所収）を公表した。研究分担者のうち、
後藤真は、研究報告を 1回行い、編著書 2部、
論文 2 本（うち本研究の研究成果報告書に 1
本所収）を発表した。遠藤慶太は、研究報告
を 1回行い、単著 1部、論文 1本（本研究の
研究成果報告書に所収）を公表した。
④2013年 3月末に研究成果報告書を150部作
成し、広く学会に配布することで、8-10 世紀
初頭の経典目録群の検討から当該期の国家
的宗教編成策の大枠を解明しその成果を公
表するという当初の目的が、おおむね達成さ
れた。またデータの WEB 上への公開も試行
的・限定的ではあるが、成し遂げることがで
きた。
⑤ただし、経典目録群の整理とそのデジタル
データの公開作業は、まだ途上である。また
本研究の成果を踏まえると、古代から中世初
頭の知識・思想的リソースとその系譜・国際
的環境の大枠的把握と、その内容の学会での
共有のために、当該期の史料にみえる目録・
書籍群の悉皆的調査とそのデジタルアーカ
イブ化の必要性が、今後の新たなる課題とし
て浮かび上がってきた。
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http://somoda.jp/somoda4
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